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本日の内容

❖ OHDSIツールとは

❖ HADES (Health Analytics Data-to-Evidence Suite)


❖ ATLAS

❖ 実際に使ってみるには



OHDSIツールとは
❖ OMOP CDMに準拠したデータを用いて実際のデータベース研究をするときに、よく利用される処理をRのパッケージやWebイン
ターフェースで利用できるツールとしてまとめたもの。

❖ 利用しなくても研究は実施できるが、活用すればより簡単に実施できる

The book of OHDSI より引用



HADES( OHDSI Methods Library)
❖ CDMデータを解析するためのRパッケージ群

❖データベースサーバに置かれる非常に大きいデータも、基本の
R文法とSQLを知っていれば解析できる

❖データベースへのアクセス方法の違いもライブラリで吸収する

❖ Population/Exposure/Outcomeの定義はこの関数を呼び出す
Rスクリプトとして実施できる

The book of OHDSI より引用



HADESを使った研究の進め方
❖ CohortMethodパッケージを使った薬剤疫学研究 

パッケージCohortMethodは、２種の曝露集団間でアウトカムを比較する、という典型的なコホート研究をデータベース上で実施する際によく使われる処
理をパッケージにしている 

1. コホートを定義 
❖ まず曝露群、対照群、アウトカムを定義する ‒ “COHORT” テーブル (CDMv6) を作る 

❖ 抽出結果をデータベース上に置くことが必要なので、SQLで直接定義されることが多い 

2. Study Populationを定義 
❖ 群を定義したのち、共変量一覧、wash-out期間を考慮した最初の曝露の定義、指定した期間内のアウトカムの発生などをcreateStudyPopulation関
数で自動的に抽出できる 

3. Attrition tableの出力 

4. Table 1の出力 

5. Propensity Score計算 

6. モデルあてはめ 

7. カプランマイヤーなど



コホートの定義
データベース全体から条件に合致するコホートを定義する
曝露群のSQLによる定義 – セレコキシブ投与 アウトカムのSQLによる定義 – 消化管出血による入院もしくは緊急入院

コード、出力結果は CohortMethodパッケージ (Apache 2.0ライセンス) Vignette


 “Single studies using the CohortMethod package” より一部改変して引用



Study Populationの定義
❖ 曝露(NSAIDS投与)以外のすべての状態をCovariateとして取り扱う。

❖ COHORTテーブルとして定義したtarget(曝露), comparator (対照), 

outcome(アウトカム) を指定

❖ 最初の曝露情報だけを使用(firstExposureOnly)


❖ 組み入れ前のwash out period は180日を指定

❖ targetとcomparatorの両方にいる対象者は削除(removeDuplicateSubjects)


❖ このほか、createStudyPopulation関数により、

❖ 曝露の最小期間(minDaysAtRisk)


❖ 曝露期間前後のリスク期間の幅(riskWindowStart, riskWindowEnd)


❖ 曝露期間前にアウトカムがある対象者を削除
(removeSubjectsWithPriorOutcome) 

など指定が可能

コード、出力結果は CohortMethodパッケージ (Apache 2.0ライセンス) Vignette


 “Single studies using the CohortMethod package” より一部改変して引用



Attrition tableの出力
❖ getAttritionTable関数, drawAttritionDiagram関数で、Study population定義やマッチングによる症例数フローチャートが自動的に作成される

コード、出力結果は CohortMethodパッケージ (Apache 2.0ライセンス) Vignette


 “Single studies using the CohortMethod package” より一部改変して引用



Table 1の出力
createCmTable1関数により、Patient Characteristicsのテーブルを自動出力

コード、出力結果は CohortMethodパッケージ (Apache 2.0ライセンス) Vignette


 “Single studies using the CohortMethod package” より一部改変して引用



Propensity Score Matching
多数のCovariatesに対してPropensity scoreを算出可能

コード、出力結果は CohortMethodパッケージ (Apache 2.0ライセンス) Vignette


 “Single studies using the CohortMethod package” より一部改変して引用

matchOnPs関数を使うことで、
Propensity Score Matchingも可能



ATLAS
❖ データベーススタディの基礎となる、コ
ホート定義からデータマネジメント、解
析まで、OHDSIのツールへの統合され
たWebインターフェース

❖ OMOP CDM準拠データであればプログ
ラミング不要で対話的にデータ処理が
可能

❖ 作成したコホートに対する記述統計や
特性の視覚化、一般的なデータの妥当
性検査、基本的な解析、処理のRスクリ
プトでのエクスポートなどの機能をもつ



ATLASでのコホート定義
❖ まず、定義に用いるConceptのセットを用意する

❖ コホートに入るイベント、続いて絞り込むInclusion CriteriaをConcept setを用いて定義する

❖ Demographics, Condition, Drug Exposureなどから条件を定義可能

画面イメージは The Book of OHDSI (CC0-1.0 ライセンス) より引用

• Cohort generationは時間がかかるので、定義と実行
は別のインターフェースとなっている

• 定義をJSONやSQLで書き出し、共有することが可能
• 異なるデータベースに対して同一定義を適用してコ

ホートを作ることができる



Cohort Characterization
❖ 変数ごとの記述統計(Table 1相当)

画面イメージは The Book of OHDSI (CC0-1.0 ライセンス) より引用



Cohort Pathways, Incidence Analysis
❖ Target cohort に対して、Event cohortを複数定義するこ
とで、イベントが発生した順序ごとに割合を可視化する

画面イメージは The Book of OHDSI (CC0-1.0 ライセンス) より引用

• 層化変数を指定して、イベント発生率を比較して可視化する



実際に使ってみるには
❖ OHDSIツールを利用するには、CDMに従ったデータベースをデータベース管理ソフトウェアに導入する必要がある

❖ データ自体は仮想データセット作成ツール(Synthea), 匿名化公開データ(desynpuf) などから得られるが、環境設定はそれなりに手間がかかる

❖ OHDSI In a Box https://github.com/OHDSI/OHDSI-in-a-Box を用いることで、AWS上にすでに環境がセットアップされた仮想マシンを構
築することができる。Rstudio, synthea と desynpufデータが格納されたPostgreSQL, ATLAS がセットアップされており、無料枠でも十分利
用できる

OHDSI-in-a-Boxリポジトリ (Apache-2.0ライセンス)より引用

https://github.com/OHDSI/OHDSI-in-a-Box


まとめ

❖OHDSI CDM形式で作成されたデータベースに対して、HADES, ATLASなど
のツールを用いることで、データベース研究を効率的に実施できる

❖HADESはRのパッケージとして、ATLASはWebツールとして利用される。

❖Target cohort, Comparator cohort, Outcome cohortの３つのコホートを定義し
た上で、Study populationを定義する方法(CohortMethod) を用いることで、
よく使われる分析を少ないコードで実行することができる


